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背
後
に
財
界
や
企
業
の
存
在

件
の
捜
査
を
優
先
す
る
た

め
。
こ
れ
に
よ
り
汚
職
や
資

金
洗
浄
捜
査
に
専
門
家
を
集

中
さ
せ
る
事
が
で
き
、
さ
ら

に
部
署
間
連
係
、
情
報
共
有

も
促
進
さ
れ
る
」
と
の
声
明

も
出
し
た
。
パ
ラ
ナ
州
連
警

幹
部
の
ロ
ザ
ウ
ヴ
ォ
・
フ
ラ

ン
コ
氏
は
、「
Ｌ
Ｊ
チ
ー
ム

が
な
く
な
る
な
ん
て
こ
と
は

な
い
。
む
し
ろ
逆
に
強
化
さ

れ
る
」
と
語
っ
た
。

　

し
か
し
現
場
の
捜
査
員
た

ち
に
、
こ
の
決
定
は
政
府
主

導
の
Ｌ
Ｊ
解
体
だ
と
受
け
止

め
ら
れ
て
い
る
。
今
年
初
め

か
ら
（
５
月
か
ら
と
の
報

も
）、
Ｌ
Ｊ
特
捜
班
の
警
部

は
９
人
か
ら
４
人
に
削
減
さ

れ
て
い
る
。

　

４
人
の
警
部
た
ち
は
、
今

後
、
Ｄ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
の
新

本
部
長
で
、
Ｌ
Ｊ
作
戦
特
捜

班
結
成
時
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
っ
た
、
フ
ェ
リ
ペ
・
ハ
ヤ

シ
警
部
の
指
揮
下
に
入
る
。

　

エ
ス
タ
ー
ド
紙
は
５
月
、

　

テ
メ
ル
大
統
領
が
連
邦
検
察
庁
か
ら
の
告
発
に
対
し
、
下
院
の
憲
政
委
員
会
（
Ｃ

Ｃ
Ｊ
）
で
の
告
発
受
理
阻
止
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
一
方
で
、
下
院
の
中
で
は
、

大
統
領
が
停
職
に
な
っ
た
場
合
に
最
大
６
カ
月
間
、
代
行
を
務
め
る
ロ
ド
リ
ゴ
・

マ
イ
ア
下
院
議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
に
期
待
す
る
勢
力
が
出
て
き
て
い
る
と
、

７
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

が
い
い
社
会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｄ
）、
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）、
ブ

ラ
ジ
ル
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）、

さ
ら
に
マ
イ
ア
氏
の
Ｄ
Ｅ
Ｍ

が
マ
イ
ア
氏
の
大
統
領
代
行

就
任
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｄ
や
Ｐ
Ｐ
と
い
っ
た

政
党
は
、
今
回
の
テ
メ
ル
氏

告
発
の
下
院
で
の
投
票
で
テ

メ
ル
氏
が
是
が
非
で
も
票
が

ほ
し
い
、
共
に
議
員
数
３
０

〜
４
０
人
台
の
政
党
で
あ

り
、
こ
こ
が
告
発
阻
止
に
回

ら
な
い
と
テ
メ
ル
氏
は
苦
し

く
な
る
。

　

さ
ら
に
６
日
、
下
議
数
３

位
で
、
現
在
、
連
立
与
党
離

脱
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い

る
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
党
首
代
理
、

タ
ッ
ソ
・
ジ
ェ
レ
イ
サ
ッ
チ

氏
が
、
テ
メ
ル
政
権
は
「
も

は
や
統
治
不
能
な
状
態
」
に

あ
る
と
発
言
し
た
。
同
氏
は

さ
ら
に
、
テ
メ
ル
氏
に
対
す

る
告
発
が
下
院
と
最
高
裁
で

受
け
入
れ
ら
れ
て
テ
メ
ル
氏

が
最
大
１
８
０
日
間
の
停
職

と
な
っ
た
場
合
、
大
統
領
代

行
と
な
る
マ
イ
ア
氏
に
つ
い

　

Ｇ
２
０
で
も
空
元
気
と
も

思
え
る
前
向
き
さ
を
見
せ
て

い
る
テ
メ
ル
大
統
領
。
そ
の

一
方
で
、
自
身
の
告
発
で
の

下
院
で
の
判
断
の
雲
行
き
は

さ
っ
ぱ
り
見
え
ず
、
つ
い
に

は
「
マ
イ
ア
議
長
、
大
統
領

代
行
待
望
論
」
な
る
も
の
ま

で
さ
さ
や
か
れ
る
始
末
。
ジ

て
、「
国
の
安
定
性
を
保
つ

た
め
に
最
低
限
必
要
な
政
党

の
支
持
を
集
め
る
こ
と
が
出

来
る
器
だ
」
と
の
見
解
も
明

ら
か
に
し
た
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｍ
と
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ

は
、
カ
ル
ド
ー
ゾ
政
権

（
１
９
９
５
〜
２
０
０
２
年
）

以
来
、
常
に
連
立
関
係
が
続

い
て
い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ア

氏
は
、
現
在
の
野
党
勢
力
で

あ
る
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
や

ブ
ラ
ジ
ル
共
産
党
（
Ｐ
Ｃ
ｄ

ｏ
Ｂ
）
の
議
員
た
ち
と
の
関

係
も
良
好
と
の
観
点
か
ら

も
、
マ
イ
ア
氏
の
大
統
領

代
行
を
望
む
声
が
あ
る
と
い

う
。

　

マ
イ
ア
氏
自
身
は
最
近
、

そ
う
し
た
政
局
話
に
巻
き
込

ま
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
、

テ
メ
ル
の
Ｃ
Ｃ
Ｊ
準
備
の
裏
で

Ｌ
Ｊ
特
捜
班
と
パ
ラ
ナ
州
連

警
監
督
局
は
、
連
邦
政
府
に

よ
っ
て
予
算
を
３
割
も
削
ら

れ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

予
算
減
少
は
、
日
々
の
雑
費

や
出
張
費
、
車
両
の
ガ
ソ
リ

求
が
で
き
な
く
な
る
」
と
の

声
明
を
発
表
し
た
。

　

連
邦
警
察
は
、
Ｌ
Ｊ
特
捜

班
は
、
食
肉
不
正
疑
惑
捜
査

の
カ
ル
ネ
・
フ
ラ
ッ
カ
特
捜

班
ら
と
共
に
、
対
汚
職
、
公

的
資
金
不
正
使
用
捜
査
本
部

（
Ｄ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
）
に
編

入
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

連
警
は
ま
た
、「
捜
査
本

部
の
一
元
化
は
、
国
庫
に
よ

り
大
き
な
損
害
を
与
え
た
事

　

連
邦
警
察
は
６
日
、

２
０
１
４
年
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ

ス
社
関
連
汚
職
を
専
門
に
行

う
目
的
で
ク
リ
チ
ー
バ
市
に

設
立
し
た
部
署
、
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作
戦
特

捜
班
を
解
散
し
た
と
、
７
日

付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

連
邦
検
察
庁
は
強
く
反
発

し
、
決
定
の
見
直
し
を
求
め

て
い
る
。
同
検
察
庁
検
事
た

ち
は
、「
こ
の
決
定
は
明
ら

か
な
（
Ｌ
Ｊ
捜
査
の
）
後
退

で
、
特
に
最
近
ま
で
汚
職
に

手
を
染
め
て
い
た
者
へ
の
追

捜
査
組
織
一
元
化
を
理
由
に

政
治
危
機
で
影
の
薄
い
伯
国

「
Ｌ
Ｊ
潰
し
だ
」
と
反
発
の
声

ン
代
、
航
空
機
の
整
備
費
な

ど
に
影
響
し
た
。

　

連
警
の
決
定
は
、
ク
リ

チ
ー
バ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
、
リ

オ
な
ど
の
Ｌ
Ｊ
作
戦
担
当
検

事
た
ち
に
警
戒
感
を
起
こ
さ

せ
た
。
検
事
た
ち
は
、
こ
れ

は
テ
メ
ル
政
権
に
よ
る
、
捜

査
を
妨
げ
る
た
め
の
当
局
へ

の
介
入
行
為
と
し
、
Ｌ
Ｊ
特

捜
班
が
Ｄ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
に

吸
収
さ
れ
る
と
し
た
決
定
の

再
考
を
求
め
て
い
る
。

　

カ
ル
ロ
ス
・
リ
マ
地
方

検
事
は
、「
１
０
０
件
以
上

の
捜
査
が
進
ん
で
お
り
、
新

た
な
捜
査
の
必
要
が
生
じ
る

可
能
性
も
高
い
の
に
、
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
の
言
い
分

で
予
算
や
人
員
を
削
減
す
る

の
は
納
得
が
い
か
な
い
。
疑

惑
解
明
で
公
金
が
戻
っ
て
く

る
可
能
性
も
あ
る
。
決
定
に

隠
さ
れ
た
意
図
は
何
だ
」
と

ネ
ッ
ト
上
に
書
き
込
ん
だ
。

Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
で
、
世
間
や
政

界
か
ら
テ
メ
ル
大
統
領
の
辞

職
や
罷
免
を
求
め
る
声
が
強

ま
っ
て
か
ら
も
、
一
貫
し
て

テ
メ
ル
政
権
の
存
続
を
主
張

し
て
き
た
。

　

だ
が
、
政
界
関
係
者
に
よ

る
と
、
テ
メ
ル
氏
が
検
察
庁

か
ら
告
発
を
受
け
る
前
後
か

ら
の
数
週
間
で
、
マ
イ
ア
氏

が
大
統
領
代
行
と
な
る
可
能

性
を
現
実
の
も
の
と
し
て
受

け
止
め
始
め
て
お
り
、
同
氏

周
辺
で
「
マ
イ
ア
待
望
論
」

が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

同
氏
待
望
の
動
き
を
支
え

て
い
る
の
は
、
財
界
や
企
業

の
存
在
だ
。
マ
イ
ア
氏
は
こ

れ
ら
の
業
界
と
か
ね
て
か
ら

良
好
な
関
係
を
築
い
て
来
て

お
り
、
財
界
関
係
者
の
受
け

汚職撲滅を求める国民の声は顧みられないのか…
（Antonio Cruz / Agência Brasil）

大統領待望論が浮上中のマイア下院議長
（Lula Marques/AGPT）

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
党
首
代
行
も
支
持

Ｇ２０サミット

大
統
領
府
や
大
統
領
官
邸
に

も
積
極
的
に
寄
り
付
か
な
い

上
、
大
統
領
訴
追
問
題
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
る
と
き
に
は

議
会
か
ら
も
距
離
を
置
き
た

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

ウ
マ
大
統
領
が
正
式
に
罷
免

さ
れ
て
ま
だ
１
年
も
た
た
な

い
の
に
、
今
度
は
大
統
領
の

職
責
継
承
権
２
位
の
下
院
議

長
に
ま
で
、
国
政
の
責
任
者

と
し
て
の
チ
ャ
ン
ス
が
回
っ

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
事
態

に
な
ろ
う
と
は
。
伯
国
の
政

界
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
か
ね
て

か
ら
、
人
気
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
の
「
ハ
ウ
ス
・
オ
ブ
・
カ
ー

ド
」に
喩
え
ら
れ
て
き
た
が
、

今
や
、
同
じ
人
気
ド
ラ
マ
で

も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
戦
国
合
戦

の
「
ゲ
ー
ム
・
オ
ブ
・
ス
ロ
ー

ン
ズ
」
に
近
く
な
っ
て
来
た

か
。

　
　
　
　
　

◎

　

７
日
の
伯
字
紙
の
話
題
を

独
占
し
た
写
真
は
、
労
働
者

党
政
権
と
現
政
権
の
重
要
閣

僚
を
務
め
、
テ
メ
ル
大
統
領

の
右
腕
的
存
在
で
も
あ
っ
た

ジ
ェ
デ
ル
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・

リ
マ
氏
が
丸
刈
り
に
さ
れ
た

上
、
逮
捕
継
続
を
宣
言
さ
れ

て
涙
ぐ
む
姿
だ
っ
た
。
こ
の

逮
捕
後
の
丸
刈
り
は
元
リ
オ

州
知
事
の
セ
ル
ジ
オ
・
カ
ブ

ラ
ル
被
告
や
元
伯
国
一
の
大

富
豪
の
エ
イ
ケ
・
バ
チ
ス
タ

氏
に
も
施
さ
れ
た
が
、
先
日

釈
放
さ
れ
た「
カ
バ
ン
の
男
」

こ
と
ロ
ド
リ
ゴ
・
ロ
シ
ャ
・

ロ
ウ
レ
ス
氏
は
拒
ん
だ
こ
と

で
注
目
さ
れ
た
。
次
に
頭
を

丸
め
る
の
は
誰
？

　
　
　
　
　

◎

　

ロ
ジ
ェ
リ
オ
・
セ
ニ
監
督

解
任
後
、
結
局
は
、
前
サ
ン

ト
ス
の
ド
リ
ヴ
ァ
ル
・
ジ
ュ

ニ
オ
ー
ル
監
督
を
迎
え
た
サ

ン
パ
ウ
ロ
Ｆ
Ｃ
。
全
国
選
手

権
で
の
同
チ
ー
ム
は
明
日
、

敵
地
で
の
サ
ン
ト
ス
と
の
ク

ラ
シ
コ
（
伝
統
カ
ー
ド
）
を

戦
う
。
だ
が
、
就
任
か
ら
あ

ま
り
に
急
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
新
監
督
は
明
日
は
ベ
ン

チ
入
り
せ
ず
。
サ
ン
パ
ウ
ロ

と
し
て
は
早
く
降
格
圏
内
か

ら
抜
け
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

今
年
上
半
期
の
伯
国
の
車

両
生
産
高
は
、
輸
出
好
調

に
支
え
ら
れ
、
前
年
同
期
比

２
３
％
増
を
記
録
し
た
と
、

７
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ

た
。

　

全
国
自
動
車
工
業
協
会

（
Ａ
ｎ
ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
）
に
よ

る
と
、
今
年
上
半
期
の
自
動

車
の
輸
出
は
、
前
年
同
期
よ

り
５
７
％
増
え
た
。

　

昨
年
上
半
期
の
自
動
車
輸

出
は
、
国
内
で
の
生
産
量
の

２
割
だ
っ
た
が
、
今
年
は
３

割
に
な
っ
て
い
る
。

　

景
気
後
退
や
融
資
枠
の
縮

小
、
消
費
者
の
購
買
力
低
下

な
ど
で
内
需
が
低
迷
し
て
い

る
中
、
自
動
車
業
界
は
、
国

外
（
特
に
亜
国
、
メ
キ
シ
コ

な
ど
の
ラ
米
諸
国
）
へ
の
輸

出
に
活
路
を
求
め
て
い
る
。

　

今
年
上
半
期
は
１
２
６
万

台
の
車
が
生
産
さ
れ
た
。
６

月
に
限
る
と
、
生
産
台
数
は

２
１
万
２
千
台
で
、
昨
年
比

１
５
％
増
だ
っ
た
。

　

自
動
車
業
界
の
伸
び
は
工

業
生
産
全
体
を
牽
引
し
、
他

部
門
の
低
調
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
。
５
月
の
場
合
、
自
動

車
業
界
は
前
年
同
月
比
９
％

の
生
産
増
を
記
録
し
た
が
、

工
業
界
全
体
の
伸
び
は
０
・

８
％
増
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

上
半
期
の
結
果
を
受
け
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、

今
年
の
年
間
生
産
予
測
を

前
年
比
１
１
・
９
％
増
か
ら

２
１
・
５
％
増
に
引
き
上
げ

た
。
Ａ
ｎ
ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
の
ア

ン
ト
ニ
オ
・
メ
ガ
ー
リ
会
長

は
、
内
需
の
伸
び
は
事
前
の

予
測
と
変
わ
ら
な
い
が
、
輸

出
が
好
調
な
た
め
、
生
産
予

測
を
引
き
上
げ
た
と
言
う
。

　

Ａ
ｎ
ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
は
、
内

需
予
測
は
前
年
比
４
％
増
の

２
１
３
万
台
の
ま
ま
と
し
た

も
の
の
、
輸
出
予
測
は
前
年

比
７
・２
％
増
か
ら
３
５
・６

％
増
の
、
７
０
万
５
千
台
へ

と
上
方
修
正
し
た
。

　
「
現
在
の
政
治
危
機
は
生

産
量
予
測
に
影
響
す
る
か
」

と
問
わ
れ
、
メ
ガ
ー
リ
会
長

は
「『
政
治
危
機
が
経
済
に

影
響
を
及
ぼ
す
』
傾
向
は
、

徐
々
に
薄
れ
て
い
る
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
、
７
、

８
日
に
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル

グ
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
２
０
サ

ミ
ッ
ト
に
出
席
す
べ
く
、
伯

国
を
６
日
に
出
立
。
現
地
到

着
早
々
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳

と
の
会
合
や
歓
迎
会
な
ど
に

出
席
し
た
が
、
今
回
の
会
議

で
は
影
の
薄
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
と
７
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
先
週
、

政
治
危
機
解
決
の
た
め
に
Ｇ

２
０
サ
ミ
ッ
ト
欠
席
を
決

め
、
エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ

ス
財
相
と
ア
ロ
イ
ジ
オ
・
ヌ

ネ
ス
外
相
が
出
席
と
通
達
し

て
い
た
。
報
道
関
係
者
用
の

公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
伯
国
代

表
が
財
相
に
な
っ
て
い
る
の

は
こ
の
た
め
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
財
相
か
ら
サ

ミ
ッ
ト
に
欠
席
す
れ
ば
国
際

投
資
家
か
ら
伯
国
政
府
が

弱
体
化
し
た
と
み
な
さ
れ
る

と
言
わ
れ
た
た
め
、
３
日
に

な
っ
て
「
や
は
り
行
く
」
と

言
い
出
し
、
６
日
に
伯
国
を

出
立
し
た
。

　

７
日
未
明
に
現
地
入
り
し

た
大
統
領
は
、
ホ
テ
ル
に
入

る
前
に
報
道
陣
か
ら
「
伯
国

は
政
治
や
経
済
で
揺
れ
て
い

る
が
、
Ｇ
２
０
に
は
ど
ん
な

姿
勢
で
臨
む
の
か
」
と
訊
か

れ
、「
伯
国
に
経
済
危
機
な

ぞ
な
い
」
と
答
え
た
。

　
「
経
済
危
機
は
な
い
ん
で

す
か
」
と
畳
み
掛
け
ら
れ
た

大
統
領
は
、「
な
い
。
雇
用

は
増
え
て
い
る
し
、
工
業
生

産
も
成
長
し
て
い
る
。
農
業

生
産
や
農
産
物
加
工
業
界
も

順
調
だ
。
経
済
危
機
な
ぞ
存

在
し
な
い
よ
」
と
応
じ
た
。

　

こ
れ
は
、
労
務
省
が
６
月

に
、
５
月
は
３
万
４
２
０
０

人
分
の
雇
用
創
出
が
あ
り
、

正
規
雇
用
は
２
カ
月
連
続

で
増
加
し
た
と
発
表
し
た

事
な
ど
を
受
け
た
回
答
だ

が
、
５
月
末
現
在
の
失
業

率
は
１
３
・
３
％
と
ま
だ

高
く
、
伯
国
が
国
内
外
に

抱
え
る
負
債
も
、
５
月
末

現
在
で
３
兆
２
５
０
０
億

レ
、
年
末
時
点
で
は
、
１
６

年
末
比
１
７
・
２
８
％
増
の

３
兆
６
５
０
０
億
レ
と
な
る

見
込
み
だ
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
午
前
中

の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳
会
談
で

も
、
伯
国
政
府
は
議
会
や
一

般
社
会
と
も
協
力
し
、
史
上

最
大
の
経
済
危
機
を
克
服
し

つ
つ
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

だ
が
、
テ
メ
ル
大
統
領
の

出
席
確
認
が
直
前
だ
っ
た
た

め
、
当
初
行
う
は
ず
だ
っ
た

２
国
間
の
首
脳
会
談
は
み
な

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、
最
後
の

行
事
も
欠
席
す
る
。
こ
の
様

子
に
、
カ
ナ
ダ
人
の
政
治
問

題
研
究
家
は
「
伯
国
は
政
治

的
な
問
題
で
磨
り
減
り
、
か

つ
て
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

せ
ず
に
い
る
よ
う
だ
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
と
い
う
。

　

上
院
の
倫
理
委
員
会
は
６

日
、
ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ

ス
上
議
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
に
対
す
る
Ｊ
Ｂ
Ｓ

問
題
で
の
罷
免
請
求
を
、
投

票
結
果
１
１
対
４
で
却
下
し

た
。
７
日
付
伯
字
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

Ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
と
社
会
主
義
自

由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
が
求
め

た
ア
エ
シ
オ
氏
の
罷
免
は
、

委
員
長
の
裁
量
で
、
６
月
に

１
度
お
蔵
入
り
し
て
い
た
。

今
回
は
そ
れ
を
不
服
と
し
て

の
再
請
求
を
委
員
会
と
し
て

表
決
し
た
。

　

ラ
ン
ド
ル
フ
・
ロ
ド
リ
ゲ

ス
上
議
（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
）
は
、

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
に

関
す
る
「
疑
惑
の
録
音
」
で

現
行
犯
逮
捕
さ
れ
、
昨
年
、

上
議
を
罷
免
さ
れ
た
デ
ウ
シ

ジ
オ
・
ア
マ
ラ
ル
氏
と
ア
エ

シ
オ
氏
を
比
較
し
て
罷
免
の

正
当
性
を
説
き
、「
上
議
の

任
期
を
絶
た
な
い
の
に
は
政

治
的
な
力
が
働
い
て
い
る
」

と
主
張
し
た
。

　

だ
が
、
委
員
に
よ
る
投
票

で
は
１
１
対
４
の
大
差
で
、

請
求
が
却
下
さ
れ
た
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
ア
エ
シ
オ

氏
が
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ

ス
タ
氏
か
ら
収
賄
を
受
け
た

こ
と
を
示
す
決
定
的
な
証
拠

が
な
い
こ
と
や
、
ミ
ナ
ス
・

ジ
ェ
ラ
イ
ス
知
事
を
２
期
歴

任
し
た
こ
と
、
大
統
領
選
で

の
得
票
数
な
ど
が
理
由
に
あ

げ
ら
れ
た
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
主
ら
の
報
奨
付

供
述
漏
洩
で
上
議
停
職
命
令

を
受
け
た
の
に
、
ア
エ
シ
オ

氏
が
政
治
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
し
て
検
察
庁
が
提
出
し

た
逮
捕
請
求
と
上
議
停
職
命

令
に
対
す
る
抗
告
を
最
高
裁

の
大
法
廷
で
審
理
す
る
か
否

か
は
、
８
月
に
最
高
裁
の
第

一
小
法
廷
が
審
理
さ
れ
る
。

最
高
裁
の
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ

リ
オ
・
メ
ロ
判
事
は
６
月

３
０
日
、
同
上
議
の
職
務
復

帰
を
認
め
、
逮
捕
請
求
を
却

下
す
る
暫
定
令
を
出
し
た
。

大統領代行への期待高まる
　

昨
年
５
月
の
テ
メ
ル
政
権

の
成
立
以
来
、
連
邦
政
府
に

副
大
統
領
職
は
存
在
せ
ず
、

仮
に
テ
メ
ル
氏
が
大
統
領
職

続
行
不
可
能
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
下
院
議
長
で
あ
る
マ

イ
ア
氏
が
大
統
領
職
を
代
行

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

マ
イ
ア
氏
は
昨
年
７
月
の

下
院
議
長
就
任
前
後
か
ら
テ

メ
ル
氏
へ
の
忠
誠
を
誓
っ
て

お
り
、
５
月
１
７
日
の
Ｊ
Ｂ

上
半
期
は
昨
年
同
期
比　
％
増

輸
出
が
好
調
で
生
産
を
牽
引

上
院
倫
理
委
が
罷
免
請
求
拒
否

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
の
件
問
わ
れ
ず

２
国
間
協
議
の
日
程
さ
え
な
し

マイア
下院議長

連邦警察

Ｌ
Ｊ
特
捜
班
を
事
実
上
解
散
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本ほ
ん

年ね
ん

２
月が

つ

２
８
日に

ち

か
ら
３
月が

つ

６
日か

に
わ
た
っ
て
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

が
初は

じ

め
て
ベ
ト
ナ
ム
を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
で
は
空く

う

港こ
う

か
ら
約や

く

１
６
キ
ロ
の
宿

し
ゅ
く

舎し
ゃ

ま
で

の
間あ

い
だ、
ほ
ぼ
途と

切ぎ

れ
る
こ
と
な
く
沿え

ん

道ど
う

で
地じ

元も
と

住じ
ゅ
う

民み
ん

が
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

を
出で

迎む
か

え
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

各か
く

地ち

へ
の
ご
訪ほ

う

問も
ん

と
遜そ

ん

色し
ょ
くな
い
光こ

う

景け
い

が
見み

ら
れ
た
。［
１
］

　

両
り
ょ
う

陛へ
い

下か

は
フ
エ
で
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

家か

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の

ベ
ト
ナ
ム
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

を

扶た
す

け
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

２０１７年
ねん

４月
がつ

２３日
にち

版
ばん

記き

念ね
ん

館か
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
日に

本ほ
ん

語ご

・
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
教お

し

え
て
い
た
田た

中な
か

孜つ
と
むホ
ン
バ
ン
大だ

い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
こ
の
人じ

ん

物ぶ
つ

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
、
潘

ふ
ぁ
ん

佩ぼ
い

珠ち
ゃ
うの
こ
と
を
知し

ら
な
い
人ひ

と

は
い
ま

せ
ん
。「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民み

ん

族ぞ
く

の
独ど

く

立り
つ

と
解か

い

放ほ
う

運う
ん

動ど
う

の
最も

っ
とも
著ち

ょ

名め
い

な
指し

導ど
う

者し
ゃ

」
と
し
て
、教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

に
も
取と

り
上あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
潘

ふ
ぁ
ん

佩ぼ
い

珠ち
ゃ
うの
名な

前ま
え

は
学が

っ

校こ
う

や
道ど

う

路ろ

に
も
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。［
２
，　
Ｐ
２
３
６
］

　
こ
の
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
独ど

く

立り
つ

を

目め

指ざ

し
て
、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

に
勝

し
ょ
う

利り

し
た
日に

本ほ
ん

に
学ま

な

ぶ
「
東ど

ん

遊ず
ー

運う
ん

動ど
う

」
を
始は

じ

め
、
一い

ち

時じ

は
３
０
０
人に

ん

も
の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

を
日に

本ほ
ん

に
呼よ

び
寄よ

せ
て
独ど

く

立り
つ

の
志し

士し

と
し
て
育そ

だ

て
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
。
そ
の
過か

程て
い

で
朝

ち
ょ
う

野や

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
親し

ん

身み

に
な
っ
て
彼か

れ

ら
の
世せ

話わ

を
し
、
運う

ん

動ど
う

を
支し

援え
ん

し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
人ひ

と

々び
と

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

を
歓か

ん

待た
い

し
た

の
も
、
そ
う
い
う
日に

ち

越え
つ

の
歴れ

き

史し

的て
き

な
繋つ

な

が
り
も
一ひ

と

役や
く

買か

っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
本ほ

ん

号ご
う

で
は
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
と
彼か

れ

を
助た

す

け

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

た
ち
の
足そ

く

跡せ
き

を
辿た

ど
っ
て
み
た
い
。

　
見み

な
れ
な
い
一い

っ

隻せ
き

の
船ふ

ね

が
『
浅あ

さ

羽ば

病び
ょ
う

院い
ん

』
の
あ
る
海か

い

岸が
ん

に

着つ

い
た
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
船ふ

ね

に
は
、
大お

お

き
な
魚

さ
か
な

樽だ
る

が
乗の

っ
て
い
た
。

中な
か

か
ら
風ふ

う

采さ
い

た
だ
な
ら
ぬ
人じ

ん

物ぶ
つ

が
出で

て
き
た
（
注ち

ゅ
う
…
こ
の
海か

い

岸が
ん

は
、
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

前ま
え

羽は

村む
ら

町ま
ち

屋や

〈
現げ

ん

在ざ
い

は
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

小お

田だ

原わ
ら

市し

の
一い

ち

部ぶ

〉
の
海か

い

岸が
ん

）。
集あ

つ

ま
っ
て
き
た
漁

り
ょ
う

師し

た
ち
は
話は

な

し
か

け
て
も
通つ

う

じ
な
い
。
筆ひ

つ

談だ
ん

も
だ
め
。『
こ
の
村む

ら

で
い
ち
ば
ん
偉え

ら

い
の
は
浅あ

さ

羽ば

先せ
ん

生せ
い

だ
。
先せ

ん

生せ
い

の
所と

こ
ろへ
行い

け
ば
何な

ん

と
か
な
る
だ
ろ

う
』
と
。［
２
，　
Ｐ
７
８
］

　

静し
ず

岡お
か

県け
ん

浅あ
さ

羽ば

町ち
ょ
うの
『
町

ち
ょ
う

史し

』
の
一い

っ

節せ
つ

で
あ
る
。
フ
ァ
ン
・
ボ

３
．「
ベ
ト
ナ
ム
は
日に

本ほ
ん

に
          

学ま
な

ぶ
べ
き
」

イ
・
チ
ャ
ウ
が
日に

本ほ
ん

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
経け

い

路ろ

に
つ
い
て
は
諸し

ょ

説せ
つ

あ
る

が
、
こ
の
記き

述じ
ゅ
つが
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い

が
高た

か

い
と
田た

中な
か

氏し

は
指し

摘て
き

は
し
て

い
る
。

　
フ
ァ
ン
は
１
８
６
７
年ね

ん

、
日に

本ほ
ん

の
明め

い

治じ

維い

新し
ん

の
前ぜ

ん

年ね
ん

に
ベ
ト

ナ
ム
中

ち
ゅ
う

部ぶ

の
旧

き
ゅ
う

首し
ゅ

都と

フ
エ
の
郊こ

う

外が
い

で
生う

ま
れ
た
。
父ち

ち

は
貧ま

ず

し
い

寺て
ら

子こ

屋や

を
営い

と
なん
で
い
た
。
そ
の
父ち

ち

に
厳き

び

し
く
躾し

つ

け
ら
れ
て
、フ
ァ

ン
は
神し

ん

童ど
う

と
呼よ

ば
れ
た
。
父ち

ち

は
フ
ァ
ン
が
学が

く

者し
ゃ

と
し
て
育そ

だ

っ
て

く
れ
る
事こ

と

を
期き

待た
い

し
た
が
、
当と

う

人に
ん

は
祖そ

国こ
く

ベ
ト
ナ
ム
が
フ
ラ
ン

ス
の
も
と
で
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

さ
れ
て
い
く
現げ

ん

状じ
ょ
うを
悲ひ

憤ふ
ん

慷こ
う

慨が
い

し
、
シ

ナ
古こ

典て
ん

の
勉べ

ん

強き
ょ
うで
は
飽あ

き
足た

ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ト
ナ
ム
侵し

ん

略り
ゃ
くは
、
１
８
０
２
年ね

ん

に
ベ
ト
ナ

ム
を
統と

う

一い
つ
し
た
阮げ

ん

（
グ
エ
ン
）
朝ち

ょ
う
が
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

宣せ
ん

教き
ょ
う

師し

と

フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

傭よ
う

兵へ
い

部ぶ

隊た
い

の
力ち

か
ら
を
借か

り
た
時じ

点て
ん

か
ら
始は

じ

ま
っ
て
い

る
。
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うの
浸し

ん

透と
う

が
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
進す

す

み
、
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

の
影え

い

響き
ょ
う

力り
ょ
くも
強つ

よ

ま
っ
て
い
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
軍ぐ

ん

艦か
ん

を
送お

く

っ
て
、
ベ

ト
ナ
ム
支し

配は
い

を
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
広ひ

ろ

げ
、
１
８
８
４
年ね

ん

に
は
ベ
ト
ナ
ム

全ぜ
ん

土ど

が
フ
ラ
ン
ス
の
保ほ

護ご

下か

に
置お

か
れ
た
。

　

抵て
い

抗こ
う

し
た
ベ
ト
ナ
ム
人じ

ん

は
逮た

い

捕ほ

さ
れ
、
処し

ょ

刑け
い

さ
れ
た
。

１
９
０
２
～
３
年ね

ん

の
間あ

い
だ
に
２
万ま

ん

４
３
８
０
人に

ん

が
収

し
ゅ
う

監か
ん

さ
れ
、

１
万ま

ん

２
千せ

ん

人に
ん

が
ギ
ロ
チ
ン
で
処し

ょ

刑け
い

さ
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ン
は

２
０
歳さ

い

の
時と

き

に
、「
不ふ

法ほ
う

侵し
ん

略り
ゃ
く

者し
ゃ

フ
ラ
ン
ス
軍ぐ

ん

か
ら
祖そ

国こ
く

の
独ど

く

立り
つ

と
同ど

う

胞ほ
う

の
自じ

由ゆ
う

を
奪だ

っ

還か
ん

す
る
の
に
は
革か

く

命め
い

以い

外が
い

に
は
道み

ち

は
な

い
」
と
考か

ん
が
え
、「
全ぜ

ん

生し
ょ
う

涯が
い

を
か
け
て
革か

く

命め
い

運う
ん

動ど
う

に
こ
の
身み

を
捧さ

さ

げ
る
」
と
決け

つ

意い

し
た
。

　

フ
ァ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
傀か

い

儡ら
い

と
な
っ
て
い
た
阮げ

ん

朝ち
ょ
う１
３
代だ

い

の
バ
オ
・
ダ
イ
帝て

い

を
見み

限か
ぎ

り
、
阮げ

ん

朝ち
ょ
う

初し
ょ

代だ
い

か
ら
の
直

ち
ょ
っ

系け
い

で
あ

る
ク
オ
ン
・
デ
侯こ

う

を
盟め

い

主し
ゅ

と
し
て
、
立り

っ

憲け
ん

君く
ん

主し
ゅ

国こ
く

を
建た

て
る

こ
と
を
目め

指ざ

し
た
。
同ど

う

志し

を
集あ

つ

め
つ
つ
、
国こ

く

際さ
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

を
研け

ん

究
き
ゅ
う

し
て
、
日に

本ほ
ん

に
着

ち
ゃ
く

目も
く

し
た
。

　

日に

本ほ
ん

は
若わ

か

い
志し

士し

た
ち
が
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
て
、
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

と
す
る
新し

ん

政せ
い

府ふ

を
樹じ

ゅ

立り
つ

し
、
急

き
ゅ
う

速そ
く

な
近き

ん

代だ
い

化か

を
進す

す

め
て

い
た
。
ロ
シ
ア
と
戦せ

ん

争そ
う

に
な
り
か
け
て
い
る
が
、
必か

な
ら
ず
日に

本ほ
ん

は

大た
い

国こ
く

ロ
シ
ア
に
勝

し
ょ
う

利り

す
る
で
あ
ろ
う
。
ベ
ト
ナ
ム
は
日に

本ほ
ん

に
学ま

な

び
、
か
つ
独ど

く

立り
つ

の
た
め
の
武ぶ

器き

援え
ん

助じ
ょ

を
受う

け
る
べ
き
だ
、と
フ
ァ

ン
は
考か

ん
が
え
た
。

　

１
９
０
４
年ね

ん

、
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦か

ん

隊た
い

が
ベ
ト
ナ
ム
の

カ
ム
ラ
ン
湾わ

ん

に
寄き

港こ
う

し
、
そ
の
威い

容よ
う

を
見み

た
人ひ

と

々び
と

は
「
こ
ん

１
．
両り

ょ
う

陛へ
い

下か

を
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

し
た

        

ベ
ト
ナ
ム
国こ

く

民み
ん

な
凄す

ご

い
艦か

ん

隊た
い

を
日に

本ほ
ん

が
や
っ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
が
な

い
」
と
、
フ
ァ
ン
を
疑

う
た
が
っ
た
。
し
か
し
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

で
日に

本ほ
ん

が

大だ
い

勝し
ょ
う

利り

を
上あ

げ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
人じ

ん

同ど
う

志し

た
ち
は
日に

本ほ
ん

の
力

ち
か
ら

を
再さ

い

認に
ん

識し
き

し
、
フ
ァ
ン
へ
の
評

ひ
ょ
う

価か

と
信し

ん

頼ら
い

も
一い

っ

気き

に
高た

か

ま
っ
た
。

　

１
９
０
５
（
明め

い

治じ

３
８
）
年ね

ん

１
月が

つ

２
０
日か

、
フ
ァ
ン
は
シ

ナ
人ひ

と

に
変へ

ん

装そ
う

し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
を
脱だ

っ

出し
ゅ
つ、
香ほ

ん

港こ
ん

、
上

し
ゃ
ん

海は
い

を
経け

い

由ゆ

し
て
、
４
月が

つ

下げ

旬じ
ゅ
ん、
日に

本ほ
ん

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
た
の
で
あ
る
。

　

言こ
と

葉ば

も
分わ

か
ら
ず
、
知ち

人じ
ん

と
て
い
な
い
フ
ァ
ン
を
世せ

話わ

し
た

の
が
、
医い

師し

・
浅あ

さ

羽ば

佐さ

喜き

太た

郎ろ
う

だ
っ
た
。
朝あ

さ

羽ば

邸て
い

の
近ち

か

く
に

大お
お

隈く
ま

重し
げ

信の
ぶ

の
別べ

っ

邸て
い

が
あ
り
、
朝あ

さ

羽ば
ね

は
フ
ァ
ン
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
よ
う

だ
。
大お

お

隈く
ま

は
す
で
に
日に

本ほ
ん

初は
つ

の
政せ

い

党と
う

内な
い

閣か
く

を
組そ

閣か
く

し
た
元げ

ん

勲く
ん

で
あ
り
、
こ
の
時じ

点て
ん

で
は
野や

党と
う

・
憲け

ん

政せ
い

本ほ
ん

党と
う

の
党と

う

首し
ゅ

で
、
腹ふ

く

心し
ん

と
し
て
犬い

ぬ

養か
い

毅つ
よ
しが
い
た
。

　

浅あ
さ

羽ば

と
と
も
に
、
大お

お

隈く
ま

・
犬い

ぬ

養か
い

と
会あ

っ
た
ホ
ァ
ン
は
筆ひ

つ

談だ
ん

で
、

革か
く

命め
い

へ
の
援え

ん

助じ
ょ

を
要よ

う

請せ
い

し
た
。
し
か
し
、
犬い

ぬ

養か
い

は
「
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
武ぶ

力り
ょ
くを
も
っ
て
他た

国こ
く

の
革か

く

命め
い

運う
ん

動ど
う

に
参さ

ん

加か

す
る
こ
と
は
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

上じ
ょ
う

不ふ

可か

能の
う

で
あ
る
が
、
政せ

い

党と
う

と
し
て
な
ら
我わ

れ

々わ
れ

は
貴き

下か

の
計け

い

画か
く

を
支し

援え
ん

す
る
用よ

う

意い

が
あ
る
」
と
答こ

た

え
た
。
そ
し
て
大お

お

隈く
ま

は
こ
う
提て

い

案あ
ん

し
た
。

　
愛あ

い

国こ
く

の
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

の
海か

い

外が
い

脱だ
っ

出し
ゅ
つの
勇ゆ

う

気き

と
こ
れ
を
激げ

き

励れ
い

す
る

指し

導ど
う

者し
ゃ

な
く
し
て
は
、
救

き
ゅ
う

国こ
く

運う
ん

動ど
う

は
不ふ

成せ
い

功こ
う

に
な
る
に
決き

ま
っ

て
い
る
。
貴き

下か

の
な
す
べ
き
急

き
ゅ
う

務む

と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ

る
。
貴き

下か

の
党と

う

の
勢せ

い

力り
ょ
くが
増ぞ

う

加か

傾け
い

向こ
う

に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

思お
も

い
切き

っ
て
こ
の
際さ

い

、
同ど

う

志し

来ら
い

日に
ち

を
勧か

ん

誘ゆ
う

し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
愛あ

い

国こ
く

心し
ん

に
富と

む
我わ

れ

々わ
れ

日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、
貴き

下か

お
よ
び
そ
の

同ど
う

志し

達た
ち

を
礼れ

い

を
も
っ
て
迎む

か

え
る
。［
２
，　
Ｐ
８
６
］

　
フ
ァ
ン
は
感か

ん

激げ
き

し
、
大お

お

隈く
ま

に
丁て

い

寧ね
い

に
一い

ち

礼れ
い

し
た
。
さ
ら
に
犬い

ぬ

養か
い

は
、
ク
オ
ン
・
デ
殿で

ん

下か

の
来ら

い

日に
ち

を
促う

な
が
し
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
立り

っ

憲け
ん

君く
ん

主し
ゅ

国こ
く

の
君く

ん

主し
ゅ

と
し
て
の
見け

ん

聞ぶ
ん

を
日に

本ほ
ん

で
広ひ

ろ

め
る
こ
と
を
勧す

す

め

た
。
こ
れ
が
東ど

ん

遊ず
ー

（
日に

本ほ
ん

に
学ま

な

べ
）
運う

ん

動ど
う

の
発ほ

っ

端た
ん

と
な
っ
た
。

　
フ
ァ
ン
は
７
月が

つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
ん、
ベ
ト
ナ
ム
に
舞ま

い
戻も

ど

り
、
日に

本ほ
ん

で
の

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを
説せ

つ

明め
い

し
た
上う

え

で
、
９
月が

つ

末ま
つ

に
横よ

こ

浜は
ま

に
再さ

い

上じ
ょ
う

陸り
く

し
た
。

こ
の
時と

き

は
３
名め

い

の
学が

く

生せ
い

を
連つ

れ
て
い
た
。
ま
た
一い

っ

行こ
う

の
後あ

と

を

追お

っ
て
、
さ
ら
に
６
名め

い

が
来ら

い

日に
ち

し
た
。

　
一い

ち

同ど
う

は
浅あ

さ

羽ば

医い

師し

の
病

び
ょ
う

院い
ん

に
住す

み
込こ

み
、
日に

本ほ
ん

語ご

な
ど
の

勉べ
ん

学が
く

に
打う

ち
込こ

ん
だ
。
犬い

ぬ

養か
い

は
３
名め

い

を
振し

ん

武ぶ

学が
っ

校こ
う

に
、
１
名め

い

を
東と

う

京き
ょ
う

同ど
う

文ぶ
ん

書し
ょ

院い
ん

に
入

に
ゅ
う

学が
く

さ
せ
、
給

き
ゅ
う

費ひ

生せ
い

と
し
て
学が

く

費ひ

も
支し

給き
ゅ
うさ
れ
る
よ
う
に
し
た
。
振し

ん

武ぶ

学が
っ

校こ
う

は
陸り

く

軍ぐ
ん

士し

官か
ん

学が
っ

校こ
う

入に
ゅ
う

学が
く

を
目め

指ざ

す
シ
ナ
人じ

ん

の
た
め
の
学が

っ

校こ
う

で
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

も
こ
こ
で
学ま

な

ん

で
い
る
。
東と

う

京き
ょ
う

同ど
う

文ぶ
ん

書し
ょ

院い
ん

も
シ
ナ
人ひ

と

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
た
め
に
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
学が

っ

校こ
う

で
あ
る
。

　

明め
い

治じ

４
０
（
１
９
０
７
）
年ね

ん

３
月が

つ

に
は
、
ク
オ
ン
・
デ
侯こ

う

も
ベ
ト
ナ
ム
を
脱だ

っ

出し
ゅ
つし
て
、
横よ

こ

浜は
ま

に
辿た

ど

り
着つ

い
た
。
生う

ま
れ
な

が
ら
の
地ち

位い

も
名め

い

誉よ

も
捨す

て
、
妻つ

ま

と
幼お

さ
ない
子こ

供ど
も

た
ち
を
残の

こ

し

て
の
来ら

い

日に
ち

だ
っ
た
。
振し

ん

武ぶ

学が
っ

校こ
う

は
ク
オ
ン
・
デ
を
受う

け
入い

れ
た

　※これを読
よ

めば自
しぜん

然に、日
にっぽん

本の
文

ぶんか

化や歴
れきし

史に関
かんしん

心がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
にせい

世
の方

かた

や日
にほんご

本語学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
にっぽん

本に興
きょうみ

味を持
も

ってもらえる
よう、最

もよ

寄りの日
にほんご

本語学
がっこう

校や日
にっけい

系団
だんたい

体
の掲

けいじばん

示板に張
は

ったり、普
ふだん

段は邦
ほうじ

字紙
し

を
読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
全ぜ

ん

生し
ょ
う

涯が
い

を
か
け
て
革か

く

命め
い

        

運う
ん

動ど
う

に
こ
の
身み

を
捧さ

さ

げ
る
」

が
、
フ
ラ
ン
ス
の
了

り
ょ
う

解か
い

が
な
い
た
め
、
貴き

賓ひ
ん

と
し
て
で
は
な
く

一い
っ

介か
い

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
し
て
受う

け
入い

れ
ざ
る
を
得え

な
か
っ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
人じ

ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
は
、
日に

本ほ
ん

で
懸け

ん

命め
い

に
勉べ

ん

強き
ょ
うし
、

心し
ん

身し
ん

を
鍛き

た

え
た
。
そ
の
様よ

う

子す

が
ベ
ト
ナ
ム
に
伝つ

た

え
ら
れ
る
と
、

留り
ゅ
う

学が
く

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

が
殺さ

っ

到と
う

し
、
明め

い

治じ

４
０
年ね

ん

に
は
約や

く

２
０
０
名め

い

に

達た
っ

し
て
、
さ
ら
に
増ふ

え
る
勢い

き
おい
だ
っ
た
。
学が

く

生せ
い

の
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

で
東と

う

亜あ

同ど
う

文ぶ
ん

書し
ょ

院い
ん

の
教

き
ょ
う

室し
つ

が
足た

り
な
く
な
る
と
、
同ど

う

校こ
う

の
役や

く

員い
ん

た
ち

は
私し

財ざ
い

を
投と

う

じ
て
、
５
つ
の
教

き
ょ
う

室し
つ

を
増ぞ

う

築ち
く

し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しあ
る
人ひ

と

々び
と

は
、
一ひ

と

人り

で
も
有ゆ

う

為い

な
青せ

い

年ね
ん

を

日に

本ほ
ん

に
送お

く

ろ
う
と
高こ

う

額が
く

の
旅り

ょ

費ひ

を
工く

面め
ん

し
、
フ
ラ
ン
ス
官か

ん

憲け
ん

の

厳げ
ん

重じ
ゅ
うな
警け

い

戒か
い

を
く
ぐ
り
抜ぬ

け
て
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

を
送お

く

り
出だ

し
た
。
や

が
て
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

は
３
０
０
名め

い

も
の
規き

模ぼ

に
達た

っ

し
た
。

　　
フ
ァ
ン
は
ド
ン
ズ
ー
運う

ん

動ど
う

を
拡か

く

大だ
い

す
る
た
め
に
、
檄げ

き

を
書か

い

て
は
、
母ぼ

国こ
く

に
一い

ち

時じ

帰き

国こ
く

す
る
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
持も

た
せ
て
、
配は

い

布ふ

さ

せ
た
。『
全ぜ

ん

国こ
く

父ふ

老ろ
う

に
敬け

い

告こ
く

す
る
』
で
は
学が

く

生せ
い

の
留

り
ゅ
う

学が
く

費ひ

用よ
う

の

援え
ん

助じ
ょ

を
呼よ

び
か
け
、『
海か

い

外が
い

血け
っ

書し
ょ

』
で
は
、「
東と

う

洋よ
う

の
大た

い

国こ
く

日に
っ

本ぽ
ん

」
に
お
い
て
は
「
仁じ

ん

義ぎ

あ
ふ
れ
る
対た

い

応お
う

」
を
し
て
も
ら
え
る

の
に
、
祖そ

国こ
く

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
「
牛

ぎ
ゅ
う

馬ば

鶏け
い

豚と
ん

の
家か

畜ち
く

類る
い

」

と
同ど

う

類る
い

に
扱あ

つ
か
わ
れ
て
い
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
統と

う

治ち

を
厳き

び

し
く
攻こ

う

撃げ
き

し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
総そ

う

督と
く

府ふ

は
こ
れ
ら
の
印い

ん

刷さ
つ

物ぶ
つ

を
入

に
ゅ
う

手し
ゅ

し
、
証

し
ょ
う

拠こ

物ぶ
っ

件け
ん

と
し
て
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

に
抗こ

う

議ぎ

を
し
て
き
た
。
し
か
し
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
「
該が

い

当と
う

す
る
よ
う
な
ベ
ト
ナ
ム
人じ

ん

は
い
な
い
」
と
突つ

っ

ぱ
ね
た
。
こ
う
い
う
時と

き

の
た
め
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人じ

ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の

国こ
く

籍せ
き

を
清し

ん

国こ
く

と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

明め
い

治じ

４
１
（
１
９
０
８
）
年ね

ん

、
フ
ラ
ン
ス
総そ

う

督と
く

府ふ

は
一い

っ

計け
い

を
案あ

ん

じ
て
、
フ
ァ
ン
に
「
有ゆ

う

志し

か
ら
集あ

つ

め
た
大た

い

金き
ん

を
渡わ

た

し
た
い

の
で
、
受う

け

取と
り

の
者も

の

を
送お

く

ら
れ
た
い
」
と
の
ニ
セ
の
手て

紙が
み

を
出だ

し

た
。
二ふ

た

人り

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
金か

ね

を
受う

け
取と

り
に
帰き

国こ
く

し
た
所と

こ
ろ
を
逮た

い

捕ほ

さ
れ
、
機き

密み
つ

書し
ょ

類る
い

は
没ぼ

っ

収し
ゅ
うさ
れ
、
二ふ

た

人り

は
三さ

ん

年ね
ん

の
禁き

ん

固こ

刑け
い

を
言い

い
渡わ

た

さ
れ
た
。

　
こ
こ
に
至い

た
っ
て
は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

も
フ
ラ
ン
ス
総そ

う

督と
く

府ふ

の
要よ

う

求
き
ゅ
う

を
断こ

と
わ
り
切き

れ
な
く
な
り
、
学が

く

生せ
い

た
ち
に
直た

だ

ち
に
帰き

国こ
く

す
る
旨む

ね

の
手て

紙が
み

を
自じ

宅た
く

宛あ
て

に
書か

く
こ
と
を
要よ

う

求き
ゅ
うし
、
こ
れ
を
拒こ

ば

む
者も

の

は

フ
ラ
ン
ス
大た

い

使し

館か
ん

に
引ひ

き
渡わ

た

す
と
申も

う

し
渡わ

た

し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
総そ

う

督と
く

府ふ

は
、逮た

い

捕ほ

し
て
い
た
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
父ふ

兄け
い

に「
お

前ま
え

が
帰き

国こ
く

し
て
く
れ
れ
ば
、
私わ

た
し
た
ち
家か

族ぞ
く

は
解か

い

放ほ
う

さ
れ
て
無む

罪ざ
い

と
な
り
、
お
前ま

え

の
罪つ

み

も
問と

わ
れ
な
い
か
ら
」
と
返へ

ん

事じ

を
書か

か

せ
た
。
多お

お

く
の
親お

や

思お
も

い
の
ベ
ト
ナ
ム
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
が
そ
の
報し

ら

せ

を
受う

け
て
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
帰き

国こ
く

し
て
い
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
総そ

う

督と
く

府ふ

は
フ
ァ
ン
と
ク
オ
ン
・
デ
侯こ

う

の
逮た

い

捕ほ

・
引ひ

き
渡わ

た

し
も
要よ

う

求き
ゅ
うし
た
が
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
こ
ち
ら
は
断だ

ん

固こ

拒き
ょ

否ひ

し
た
。
大お

お

隈く
ま

と
犬い

ぬ

養か
い

の
強つ

よ

い
反は

ん

対た
い

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、

帰き

国こ
く

旅り
ょ

費ひ

を
工く

面め
ん

で
き
な
い
大た

い

勢せ
い

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

を
見み

て
、
フ
ァ
ン

は
途と

方ほ
う

に
暮く

れ
た
。

　

犬い
ぬ

養か
い

は
フ
ァ
ン
に
「
一い

ち

年ね
ん

く
ら
い
隠か

く

れ
て
い
れ
ば
、
か
な
ら

ず
我わ

れ

々わ
れ

が
元も

と

通ど
お

り
す
る
」
と
約や

く

束そ
く

し
、
日に

っ

本ぽ
ん

郵ゆ
う

船せ
ん

か
ら
「
横よ

こ

浜は
ま

―
香ほ

ん

港こ
ん

」
間か

ん

の
乗

じ
ょ
う

船せ
ん

券け
ん

１
０
０
枚ま

い

も
の
寄き

付ふ

を
取と

り
付つ

け

て
く
れ
た
。
さ
ら
に
自じ

身し
ん

の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
２
千せ

ん

円え
ん

（
現げ

ん

在ざ
い

価か

値ち

で
約や

く

５
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

）
を
渡わ

た

し
た
。

　
こ
れ
で
多お

お

く
の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

は
帰き

国こ
く

で
き
た
が
、
な
お
も
フ
ァ
ン

と
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
共と

も

に
し
て
、
秘ひ

そ

か
に
日に

本ほ
ん

に
留と

ど

ま
っ
た
者も

の

が
百

ひ
ゃ
く

数す
う

十
じ
ゅ
う

　

ベ
ト
ナ
ム
独ど

く

立り
つ

に
共き

ょ
う

鳴め
い

す
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
支し

援え
ん

を
受う

け
て
、

３
０
０
名め

い

に
及お

よ

ぶ
留り

ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
日に

本ほ
ん

で
学ま

な

ん
だ
。

６
．
ド
ン
ズ
ー
運う

ん

動ど
う

の
終し

ゅ
う

焉え
ん

５
．
３
０
０
名め

い

も
の

        

ベ
ト
ナ
ム
留り

ゅ
う

学が
く

生せ
い

７
．
浅あ

さ

羽ば

佐さ

喜き

太た

郎ろ
う

の
義ぎ

挙き
ょ

名め
い

い
た
。
彼か

れ

ら
は
早わ

稲せ

田だ

大だ
い

学が
く

や
東と

う

京き
ょ
う

帝て
い

国こ
く

大だ
い

学が
く

な
ど
を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
、
後の

ち

に
独ど

く

立り
つ

戦せ
ん

争そ
う

の
将

し
ょ
う

校こ
う

や
地ち

域い
き

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

、
事じ

業ぎ
ょ
う

家か

と
し
て
活か

つ

躍や
く

す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
前ぜ

ん

年ね
ん

、
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
一ひ

と

人り

が
街が

い

頭と
う

で
行い

き
倒だ

お

れ
に
な
っ
て

い
る
の
を
、
通と

お

り
が
か
り
の
人ひ

と

が
見み

つ
け
、
応お

う

急き
ゅ
う

手て

当あ
て

を
し

た
う
え
に
、
か
な
り
の
金き

ん

額が
く

を
手て

渡わ
た

し
て
、
名な

も
告つ

げ
ず
に

立た

ち
去さ

っ
た
、
と
い
う
新し

ん

聞ぶ
ん

報ほ
う

道ど
う

が
あ
っ
た
。
こ
の
紳し

ん

士し

が
浅あ

さ

羽ば

佐さ

喜き

太た

郎ろ
う

で
あ
り
、
助た

す

け
ら
れ
た
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

グ
エ
ン
・
タ
イ
・

バ
ッ
ト
は
、
こ
の
縁え

ん

で
浅あ

さ

羽ば

家け

に
書し

ょ

生せ
い

と
し
て
住す

み
込こ

み
、
同ど

う

文ぶ
ん

書し
ょ

院い
ん

に
通か

よ
っ
た
。

　

グ
エ
ン
は
フ
ァ
ン
の
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うを
知し

っ
て
、
朝あ

さ

羽ば

に
金き

ん

銭せ
ん

的て
き

援え
ん

助じ
ょ

を
求も

と

め
て
は
、
と
勧す

す

め
た
。
フ
ァ
ン
は
浅あ

さ

羽ば

に
は
来ら

い

日に
ち

以い

来ら
い

、

大お
お

勢ぜ
い

の
学が

く

生せ
い

が
お
世せ

話わ

に
な
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
以い

上じ
ょ
う、
多た

額が
く

の
援え

ん

助じ
ょ

を
受う

け
る
の
は
忍し

の

び
な
い
と
、
少

し
ょ
う

額が
く

の
援え

ん

助じ
ょ

を
申も

う

し

込こ

む
手て

紙が
み

を
書か

い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
手て

紙が
み

を
受う

け
と
っ
た
朝あ

さ

羽ば

は
、
家か

中ち
ゅ
うの

金か
ね

を
か
き
集あ

つ

め
て
、
グ
エ
ン
を
通つ

う

じ
て
、
ホ
ァ
ン
に
渡わ

た

し
た
。

１
７
０
０
円え

ん
（
現げ

ん

在ざ
い

価か

値ち

で
約や

く

４
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

以い

上じ
ょ
う）
の
大た

い

金き
ん

だ
っ

た
。
浅あ

さ

羽ば

は
か
ね
て
か
ら
医い

学が
く

の
研け

ん

究き
ゅ
うに
ド
イ
ツ
留

り
ゅ
う

学が
く

を
考か

ん
が
え

て
お
り
、
そ
の
た
め
の
貯た

く
わ
え
を
渡わ

た

し
た
よ
う
だ
。

　

フ
ァ
ン
は
こ
の
義ぎ

挙き
ょ

に
驚お

ど
ろ
き
、
感か

ん

涙る
い

に
む
せ
ん
だ
。
そ
し

て
こ
の
資し

金き
ん

を
使つ

か

っ
て
、
独ど

く

立り
つ

の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作さ

く

成せ
い

や
、
活か

つ

動ど
う

費ひ

、
旅り

ょ

費ひ

な
ど
に
充あ

て
た
。
し
か
し
、
明め

い

治じ

４
２

（
１
９
０
９
）
年ね

ん

、
つ
い
に
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
ク
オ
ン
・
デ
侯こ

う

と
フ
ァ

ン
に
国こ

く

外が
い

退た
い

去き
ょ

命め
い

令れ
い

を
受う

け
た
。

　

そ
の
後ご

、
フ
ァ
ン
は
大お

お

隅く
ま

の
紹

し
ょ
う

介か
い

で
、
タ
イ
の
王お

う

室し
つ

の
支し

援え
ん

を
受う

け
て
バ
ン
コ
ク
郊こ

う

外が
い

に
農の

う

場じ
ょ
うを
作つ

く

り
、
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
を
呼よ

び
集あ

つ

め
て
、
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

の
拠き

ょ

点て
ん

と
し
た
。
さ
ら
に
１
９
１
２

年ね
ん

の
孫そ

ん

文ぶ
ん

に
よ
る
辛し

ん

亥が
い

革か
く

命め
い

の
成せ

い

功こ
う

に
刺し

激げ
き

を
受う

け
て
、
在ざ

い

シ
ナ
の
ベ
ト
ナ
ム
人じ

ん

を
集あ

つ

め
て
ベ
ト
ナ
ム
革か

く

命め
い

軍ぐ
ん

を
組そ

織し
き

す
る

が
、
袁え

ん

世せ
い

凱が
い

が
権け

ん

力り
ょ
くを
握に

ぎ

る
と
逮た

い

捕ほ

さ
れ
て
、
４
年ね

ん

間か
ん

も
監か

ん

禁き
ん

さ
れ
た
。

　

そ
の
後ご

、
ベ
ト
ナ
ム
に
戻も

ど
っ
た
フ
ァ
ン
は
し
ば
ら
く
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

な
活か

つ

動ど
う

は
控ひ

か

え
、
多お

お

く
の
著ち

ょ

書し
ょ

を
著あ

ら
わ
し
た
。
１
９
１
８
（
大た

い

正し
ょ
う７
）
年ね

ん

に
は
秘ひ

密み
つ

裏り

に
日に

本ほ
ん

を
訪お

と
ず
れ
た
。
日に

本ほ
ん

に
残ざ

ん

留り
ゅ
うし

て
い
る
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
と
情

じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

換か
ん

し
、
ま
た
大お

お

隈く
ま

、
犬い

ぬ

養か
い

と

会あ

っ
て
、
今こ

ん

後ご

の
活か

つ

動ど
う

の
助じ

ょ

言げ
ん

を
受う

け
る
こ
と
が
目も

く

的て
き

だ
っ
た
。

さ
ら
に
浅あ

さ

羽ば

佐さ

喜き

太た

郎ろ
う
へ
の
お
礼れ

い

に
向む

か
っ
た
が
、
浅あ

さ

羽ば

は
す

で
に
亡な

く
な
っ
て
い
た
。

　
フ
ァ
ン
は
驚お

ど
ろ
き
悲ひ

嘆た
ん

に
く
れ
た
が
、
浅あ

さ

羽ば

か
ら
受う

け
た
大だ

い

恩お
ん

を
思お

も

う
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
帰か

え

る
に
帰か

え

れ
な
い
と
、
浅あ

さ

羽ば

を
顕け

ん

彰し
ょ
うす
る
記き

念ね
ん

碑ひ

の
建こ

ん

立り
ゅ
うを
思お

も

い
立た

つ
。
し
か
し
、
資し

金き
ん

が
足た

り
な
い
。
村そ

ん

長ち
ょ
うの
岡お

か

本も
と

節せ
つ

太た

郎ろ
う

に
挨あ

い

拶さ
つ

に
立た

ち
寄よ

っ
て
顕け

ん

彰
し
ょ
う

碑ひ

の
話は

な
し
を
す
る
と
、
村そ

ん

長ち
ょ
うは
大お

お

い
に
感か

ん

激げ
き

し
て
、
費ひ

用よ
う

の
不ふ

足そ
く

分ぶ
ん

は
村そ

ん

民み
ん

で
運う

ん

搬ぱ
ん

や
据す

え
付つ

け
な
ど
を
や
っ
て
、
な
ん
と
か

実じ
つ

現げ
ん

し
よ
う
と
皆み

な

に
訴う

っ
た
え
た
。

　
こ
う
し
て
、
わ
ず
か
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

後ご

に
は
、
高た

か

さ
２
．
７
メ
ー

ト
ル
の
立り

っ

派ぱ

な
石せ

き

碑ひ

が
建た

て
ら
れ
た
。
碑ひ

文ぶ
ん

は
フ
ァ
ン
が
次つ

ぎ

の

内な
い

容よ
う

の
漢か

ん

文ぶ
ん

を
書か

い
た
。

（３） ２０１７年第４７９１号 	 ７月	 ８日	（土曜日）

　
わ
れ
ら
は
国こ

く

難な
ん

（
べ
ト
ナ
ム
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

）
の
た
め
扶ふ

桑そ
う

（
日に

本ほ
ん

）
に
亡ぼ

う

命め
い

し
た
。
公こ

う
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１
９
２
５
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、
フ
ラ
ン
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憲け
ん

に
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い

捕ほ

さ
れ
た
フ
ァ
ン

は
、
終

し
ゅ
う

身し
ん

刑け
い

の
判は

ん

決け
つ

を
受う

け
た
が
、
日に

本ほ
ん

で
学ま

な

ん
だ
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

を
先せ

ん

頭と
う

に
、
学が

く

生せ
い

や
市し

民み
ん

が
総そ

う

督と
く

府ふ

、
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

、
刑け

い

務む

所し
ょ

を
幾い

く

重え

に
も
囲か

こ

ん
で
、
減げ

ん

刑け
い

を
求も

と

め
た
。
そ
の
凄す

さ

ま

じ
い
エ
ネ
ル
ギ
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を
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そ

れ
た
総そ
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督と
く

は
、「
今こ

ん
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は
活か
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な
い
」
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い
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じ
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、
フ
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ん

生せ
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を
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く
っ
た
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１
９
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１
０
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２
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・
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・
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７
５
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し
ょ
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そ
の
１
ヶ
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に
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ト
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ム
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ゅ
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Comentário — 

“Enquanto a governa-
dora de Tóquio cele-
brava uma esmagadora 
vitória na eleição de 
domingo para a Assem-
bleia Metropolitana, 
alguns parlamentares 
do Partido Liberal De-
mocrático (PLD) in-
dicavam, autoconfi an-
tes, que o resultado 
deve ser considerado 
‘unicamente como de 
uma eleição regional’ 
e que deve ser anali-
sado separadamente 
da política nacional.
Contudo, o primeiro-
ministro, Shinzo Abe, 
encara com seriedade 
o resultado, ou seja, 
como indicação da 
grave insatisfação dos 
eleitores com o seu par-
tido e afi rma que o PLD 
deve refl etir profunda-
mente sobre o resulta-
do. O descuido do seu 
governo ao não apre-
sentar explicações su-
fi cientes sobre questões 
de alto interesse nacio-
nal e as declarações de-
sencontradas da minis-
tra da Defesa, Tomomi 
Inada, causaram em 
grande medida o pior 
desempenho do parti-
do em eleições para a 
Assembleia Metropoli-
tana. Outros parlamen-

Líder supremo diz que 
lançamento do míssil foi 
‘presente’ aos EUA

Neste Comentário, o jornalista Masayo Nakajima, da 
NHK World, fala do impacto do resultado da eleição 
de domingo para a Assembleia Metropolitana de Tó-
quio sobre o governo do primeiro-ministro do Japão, 
Shinzo Abe.

tares do PLD manifes-
taram preocupação de 
que o resultado possa 
fazer com que se repita 
a situação de oito anos 
atrás. Referiam-se as-
sim ao fato de, na épo-
ca, o maior partido de 
oposição ter assumido 
o poder em consequ-
ência da impossibili-
dade de o PLD anga-
riar apoio dos eleitores 
após uma derrota em 
eleição para a Assem-
bleia Metropolitana.
O governo procura 
recuperar o apoio da 
população de vários 
modos: realização de 
reforma ministerial, 
atribuição de prioridade 
à economia, ativa pro-
moção de diplomacia 
e valorização das con-
quistas da administra-
ção. Mesmo assim, par-
lamentares sinalizam 
que o partido levará 
tempo para recuperar a 
confi ança dos eleitores.
Além disso, antecipa-se 
que o resultado da elei-
ção de domingo afetará 
os esforços do primei-
ro-ministro, Shinzo 
Abe, para emendar a 
Constituição. Poderá 
revigorar a atuação do 
maior partido de opo-
sição contra propostas 

de emendas e também 
a contrariedade de po-
líticos dos próprios par-
tidos governistas que 
se mostram cautelosos 
em relação a emendas.
É possível que venha 
a ser um momento de 
virada no atual cená-
rio político, no qual 
desponta um todo-po-
derosos Abe, trazendo 
maior fl uidez ao pa-
norama. Aproxima-se 
o fi m do mandato do 
premiê, pois em menos 
de 18 meses deverá ha-
ver nova eleição para 
a Câmara Baixa. Se o 
primeiro-ministro for 
incapaz de recuperar 
o apoio dos eleitores 
ao seu partido e ao seu 
governo, haverá um au-
mento da preocupação 
do PLD com as chances 
de vencer a próxima 
eleição nacional tendo 
Abe na presidência do 
partido. Nesse caso, 
ganharão alento inicia-
tivas de políticos do 
Partido Liberal Demo-
crático para a escolha 
de um líder pós-Abe 
com a aproximação da 
eleição para presidente 
do PLD no segundo se-
mestre de 2018.”

A Coreia do Norte diz 
que o seu primeiro lan-
çamento experimental 
de um míssil balístico 
intercontinental, na ter-
ça-feira, comprovou 
a capacidade do país 
de fazer reingressar 
ogivas na atmosfera. 
Acrescentou que o lan-
çamento-teste foi pro-
gramado para ser “um 
presente de 4 de julho” 
para os Estados Unidos.
O jornal Rodong 
Sinmun, do governante 
Partido dos Trabalha-
dores, publicou nesta 
quarta-feira longo ar-
tigo especial, de cin-
co páginas, com fotos, 
sobre o lançamento do 
míssil Hwasong-14.

Segundo a publica-
ção, ao reingressar 
na atmosfera, a ogi-
va suportou condições 
muito adversas, como 
temperaturas de vá-
rios milhares de graus.
O artigo diz que a ogiva 
não sofreu danos e fun-
cionou normalmente.
Afi rma que o míssil é 
capaz de transportar 
uma grande e pesada 
ogiva nuclear desen-
volvida recentemente.
Diz que o teste de ter-
ça-feira comprovou a 
capacidade do propul-
sor de grande empuxo 
do primeiro estágio e 
de um novo propulsor 
de segundo estágio.
Segundo o jornal, o líder 

Resultado da 

Coreia do Norte 05/07/2017

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

eleição para a assembleia de 
Tóquio e governo de Shinzo Abesupremo norte-coreano, 

Kim Jong Un, declarou: 
“Os Estados Unidos de-
vem estar insatisfeitos 
com o presente do Dia 
da Independência, mas 
a Coreia do Norte con-
tinuará a enviar com 
frequência pequenos 
e grandes presentes.”
Outra afi rmação atribu-
ída pelo jornal a Kim é 
de que Pyongyang nun-
ca negociará o fi m dos 
seus programas nuclear 
e de mísseis balísticos, 
enquanto Washington 
“mantiver a sua políti-
ca hostil em relação à 
Coreia do Norte e con-
tinuar a ser uma ameaça 
nuclear”.

Eleição de Tóquio 03/07/2017

População japonesa 
diminui pelo oitavo 
ano consecutivo

Declínio populacional  05/07/2017

A população do Ja-
pão caiu pelo oita-
vo ano consecutivo.
O Ministério do Interior 
e Telecomunicações dis-
se que o número de ja-
poneses vivendo no país 
em primeiro de janeiro 
foi superior a 125,58 mi-
lhões, representando uma 
queda de cerca de 300 mil 
em relação ao nível do 
ano anterior. A queda é 
a maior desde que regis-
tros destes dados tiveram 
início em 1968. A popu-
lação do país chegou a 

um máximo em 2009.
A população caíra em re-
lação a do ano de 2016 
em 41 províncias do total 
de 47. A província mais 
ao norte do país, Hokkai-
do, teve a mais séria que-
da pelo quinto ano con-
secutivo. Sua população 
caiu em cerca de 33 mil.
A população aumentou 
em Tóquio e cinco ou-
tras províncias. A capital 
marcou o seu vigésimo 
primeiro ano de aumento 
consecutivo, chegando a 
13 milhões de habitantes.

Entrementes, a popula-
ção de estrangeiros no 
país permaneceu em cer-
ca de 2,32 milhões, um 
acréscimo de 150 mil 
em relação ao ano ante-
rior. Este crescimento é 
o maior desde que dados 
relevantes começaram a 
ser mantidos em 2013. 
Os estrangeiros possuí-
am vistos que eram váli-
dos por mais de 3 meses 
e foram registrados como 
residentes.

I n formação com 
c r e d i b i l i d a d e . 
Pol ít ica , cu ltura , 
ent re ten imento , 
e s p o r t e ,  l a z e r , 
n o t i c i á r i o  d a 
N H K  e  a  m a i s 
completa cobertura 
d o s  e v e n t o s  d a 
comunidade nipo-
brasileira.

Assine o Jornal Nippak, 
o mais completo jornal da 
comunidade nikkei

Ligue e garanta sua 
assinatura
: (11) 3340-6060
Conhe ça t ambém o 
nosso Portal. Acesse: 
www.portalnikkei.com.br
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